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くらしに希望を。消費税に頼らずに
日本共産党板橋区議会議員団は、4月の選挙で 8名から 9名へと議席を増やしました。

改
選
後
初
と
な
っ
た
第
2
回
定

例
区
議
会
に
つ
い
て
、
幹
事
長
の

談
話
を
発
表
し
ま
す
。

　

区
議
団
は
、
新
人
2
人
を
迎
え
、

9
名
の
議
員
団
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
新
人
の
石
川
す

み
え
議
員
と
6
期
目
の
小
林
お
と

み
議
員
が
選
挙
公
約
や
地
域
・
区

民
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を

基
に
質
問
に
立
ち
、
区
政
の
課
題

や
区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
合
わ
せ
て
国
が

実
施
を
求
め
て
い
た
『
各
園
で
副
食

費
を
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
』
こ

と
に
つ
い
て
、『
保
護
者
負
担
と
せ

ず
、
区
の
負
担
で
賄
う
』
と
の
区

長
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

陳
情
続
々
‼

　

今
定
例
会
に
は
、
消
費
税
増
税

を
前
提
と
し
た
補
正
予
算
や
区
立

公
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
る

条
例
な
ど
、
19
件
、
及
び
陳
情
33

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　
ま
た
、

企
画
総
務
委
員
会
で
は
、
本
庁
舎

周
辺
公
共
施
設
再
整
備
方
針
（
案
）、

文
教
児
童
委
員
会
で
は
公
立
保
育

所
の
再
整
備
方
針
（
素
案
）
な
ど
、

新
た
な
公
共
施
設
整
備
の
方
針
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大

山
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
開
発
関
係
の

陳
情
が
区
民
の
方
々
か
ら
多
く
出
さ

れ
て
い
ま
す
。共
通
し
て
い
る
の
は
、

区
民
や
地
域
の
声
を
聞
き
、
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
公
共
施
設
整
備
で
も
ま
ち
づ

く
り
で
も
、
誰
の
た
め
に
行
う
の
か

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
方
向
性
は

変
わ
る
は
ず
で
す
。
区
民
や
地
域
の

た
め
と
い
う
な
ら
ば
、
区
民
参
画
で

進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
民
間
事
業
者

の
利
益
を
前
提
と
し
た
方
針
は
、
撤

回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

区
民
の
た
め
の
区
政
へ

　

今
定
例
会
で
は
、
改
め
て
、
公
共

施
設
の
廃
止
・
縮
小
、
公
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
拡
大
、
職
員
定
数
の

削
減
と
い
う
区
の
方
針
が
具
体
的
に

示
さ
れ
ま
し
た
。
区
議
団
は
、
引
き

続
き
、
区
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、

区
民
参
画
を
軽
視
す
る
区
政
の
転
換

を
求
め
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

区
民
や
地
域
の
声
を
聞
き
、反
映
す

る
区
政
へ
の
転
換
を

　
　
　

第
2
回
定
例
区
議
会
を
終
え
て   

幹
事
長
談
話  

竹内  愛  幹事長



日本共産党の生活・法律相談　気軽にお電話ください
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桐
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台
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蓮
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1
～
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丁
目

山
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６
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中
丸
町
、
南
町
、
加
賀
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石
川
す
み
え
事
務
所

小
茂
根
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27–
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℡ 

３
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２
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大
谷
口
、
大
谷
口
北
町
、
大
谷
口
上
町
、
小
茂
根
、
向
原
、

東
山
町
、
東
新
町
、
桜
川
、
幸
町
、
大
山
西
町

　　9名の議員団が論戦リード
企
画
総
務
委
員
会

竹
内
　
愛　

  

山
田
ひ
で
き

現
在
有
効
活
用
し
て
い
な
い
旧
保
健
所
な
ど
、
区
本
庁
舎

周
辺
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
再
編
方
針
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
民
間
事
業
者
へ
の
市
場
調
査
を
行
い
、
民
間

活
力
を
活
用
し
整
備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
区
民

の
意
見
を
聴
取
し
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公

共
施
設
は
区
民
の
財
産
で
す
。
区
民
の
た
め
の
施
設
整
備
を

求
め
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

区
民
環
境
委
員
会

(

委
員
長
）

荒
川
な
お

区
民
集
会
所
は
、
住
民
に
身
近
な
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、

2
0
1
5
年
度
以
降
、
集
会
所
の
存
続
や
施
設
の
充
実
を
求

め
る
陳
情
が
区
議
会
に
、
た
く
さ
ん
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
板

橋
区
は
、
昨
年
ま
で
に
区
内
12
ヶ
所
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
減

ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
区
の
廃
止
計
画
の
中
に
は
、
改
修

工
事
を
行
っ
て
か
ら
数
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
施
設
も
あ

り
ま
す
。

公
共
施
設
は
区
民
の
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
区
の
都
合
だ

け
で
廃
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
声
が

生
き
る
区
政
の
実
現
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

山
内
え
り

健
康
福
祉
委
員
会

(

副
委
員
長
）

か
な
ざ
き
文
子

第
2
回
定
例
会
に
は
、
禁
煙
外
来
治
療
費
や
高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
費
へ
の
助
成
を
求
め
る
陳
情
な
ど
が
出
さ
れ

て
、
議
案
で
は
、
大
谷
口
い
こ
い
の
家
を
廃
止
す
る
条
例
、

所
得
の
少
な
い
人
の
介
護
保
険
料
軽
減
の
条
例
、
手
話
言
語

条
例
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
板
橋
区
が
区
民
の
命
と
健
康

を
守
る
責
任
と
使
命
を
果
た
す
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

都
市
建
設
委
員
会

第
2
回
定
例
会
で
は
、
13
本
も
の
陳
情
が
出
さ
れ
、
う

ち
７
本
が
大
山
駅
付
近
の
東
上
線
立
体
化
と
駅
前
広
場
計
画

や
商
店
街
を
分
断
す
る
道
路
計
画
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で

す
。
そ
の
他
、
高
島
平
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
説
明
会
開
催

を
求
め
る
も
の
等
で
す
。
陳
情
が
寄
せ
ら
れ
る
背
景
に
は
、

区
の
「
住
民
不
在
の
開
発
姿
勢
」
が
あ
り
ま
す
。
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

文
教
児
童
委
員
会

小
林
お
と
み       

石
川
す
み
え

2
0
1
9
年
度
、
認
可
保
育
園
を
希
望
し
な
が
ら
入
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
7
7
9
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
認

可
保
育
園
の
増
設
や
保
育
環
境
の
整
備
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
区
立
保
育
園
の
民
営
化
の
方

針
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
づ
く
り
で
も
新
た
な
統
廃
合
方
針
も
示
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
育
ち
や
学
び
を
保
障
す
る

た
め
に
、
お
お
い
に
頑
張
り
ま
す
。

格
差
広
げ
て「
こ
れ
で
無
償
化
」？

石
川
す
み
え  

大
学
・
専
門
学
校
生
の
高
す
ぎ
る

学
費
の
軽
減
を

小
林
お
と
み  

政
府
は
、
消

費
税
10
％
増

税
と
一
体
で
、

幼
保
無
償
化

を
お
こ
な
お

う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
無
償
化
の
対
象
は
3

歳
か
ら
5
歳
は
原
則
全
世
帯
で
す
が
、

0
歳
か
ら
2
歳
は
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
限
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な

る
施
設
も
認
可
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認

定
子
ど
も
園
で
あ
り
、
認
可
外
保
育
施

設
は
上
限
を
付
け
て
補
助
す
る
計
画
で

す
。
こ
れ
で
は
、
低
所
得
者
世
帯
や
保

育
園
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
世
帯
へ
の

恩
恵
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

石
川
す
み
え
区
議
は
、
6
月
6
日
の

本
会
議
で
「
財
源
を
消
費
増
税
に
も
と

め
る
こ
と
は
、
出
費
が
重
な
る
子
育
て

世
代
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
必

至
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
に
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税

を
前
に
し
て
、

国
立
、
私
立
と

も
に
大
学
が
学

費
値
上
げ
の
動

き
を
強
め
て
い

ま
す
。
政
府
は
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
、

大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の
授
業
料
減
免
、

給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
対
象
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
と
そ
れ
に
準
す
る
世
帯
の
学
生
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

2
月
に
大
学
生
協
連
が
お
こ
な
っ
た

学
生
生
活
実
態
調
査
で
は
、
仕
送
り
が

減
り
、
奨
学
金
返
済
に
不
安
が
あ
る
の

で
借
り
る
の
を
控
え
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

生
活
費
を
生
み
出
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
苦
し
い
生
活
実
態
に
消
費
税
増

税
が
の
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

小
林
お
と
み
区
議
は
6
月
6
日
の
本

会
議
で
「
経
済
的
理
由
で
大
学
進
学
を

諦
め
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
学
生
が
学
業
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
政
治
の
責

任
で
は
な
い
か
」
と
区
長
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。
坂
本
区
長
は
「
学
生
の
生

活
が
苦
し
い
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

第 2 回定例会一般質問より

吉
田
豊
明

い
わ
い
桐
子

「
え
っ
！
何
？
」
と
相
手
の
話
が
聞
き
づ
ら
い

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
う
し
た
中
程
度
難
聴
の

高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
制
度
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
制
限
の
な
い
千
代
田
区

を
含
め
れ
ば
東
京
で
は
９
区
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
新
宿
区
・
江
東
区
で
は
補
聴
器
現
物
の
支
給
、

墨
田
区
・
大
田
区
・
豊
島
区
・
江
戸
川
区
・
千
代

田
区
・
中
央
区
・
葛
飾
区
は
助
成
金
の
支
給
で
す
。

板
橋
区
議
会
に
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
を

求
め
る
陳
情
が
第
二
回
定
例
会
で
出
さ
れ
ま
し
た

が
採
択
と
は
な
ら
ず
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

耳
が
遠
く
な
る
と
引
き
こ
も
り
に
な
っ
た
り
、
認

知
症
が
進
行
す
る
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
必
要
な
助
成
制
度
で
す
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
を

求
め
る
陳
情
が
継
続
審
査
に

副
食
費
引
き
続
き

区
負
担
で
実
現

国
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
た
給
食
の
副
食
費
分
を
無
償
化
の

対
象
か
ら
外
し
、
各
園
で
実
費
徴
収
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

石
川
す
み
え
区
議
は
、「
実
費
負
担

と
な
れ
ば
低
所
得
者
世
帯
が
無
償
化
に

よ
っ
て
逆
に
負
担
が
増
加
す
る
。
引
き

続
き
公
費
負
担
を

お
こ
な
う
よ
う
」
強

く
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、「
区
が

負
担
す
る
」
と
初

め
て
答
弁
し
ま
し

た
。

区民から存続が求められている清水町集会所

新人2人を迎え


